
筑
前
福
岡
が
生
ん
だ
江
戸
時
代
中
期
の
儒
医
・
亀
井
南
冥
は
、

後
世
儒
者
と
し
て
す
こ
ぶ
る
高
名
で
あ
る
が
、
当
時
「
肥
に
椿
寿

（
村
井
琴
山
）
あ
り
、
筑
に
南
冥
あ
り
」
と
並
び
称
せ
ら
れ
た
程
の

名
医
で
も
あ
っ
た
。
南
冥
は
始
め
吉
益
東
洞
に
入
門
す
る
が
日
な

ら
ず
し
て
去
り
、
大
坂
の
永
富
独
哺
庵
に
師
事
し
た
。
そ
し
て
後

藤
艮
山
の
学
識
を
称
揚
し
、
そ
の
学
術
に
共
鳴
し
た
が
、
吉
益
東

洞
の
学
術
は
排
斥
し
た
。

南
冥
が
「
病
因
備
考
』
を
著
し
た
の
は
、
安
永
七
年
二
七
七
八
）

三
十
六
歳
の
時
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
年
の
五
月
八
日
付
で
福
岡

藩
に
一
介
の
町
医
か
ら
儒
医
兼
帯
と
し
て
抜
擢
さ
れ
、
第
七
代
福

岡
藩
主
・
治
之
（
養
子
で
将
軍
徳
川
家
治
の
従
兄
弟
、
一
橋
宗
尹
の
第

四
子
）
に
仕
え
た
。
因
に
藩
主
治
之
は
、
そ
の
三
年
後
の
天
明
元
年

二
七
八
二
、
今
で
謂
う
脚
気
衡
心
の
た
め
に
死
去
す
る
（
享
年
三

41

亀
井
南
冥
著
「
病
因
備
考
」
に
つ
い
て

（
特
に
後
藤
艮
山
著
「
病
因
考
」
と
の
関
連
）

木
下
勤

十
歳
）
が
、
こ
の
時
の
最
後
の
主
治
医
は
新
参
に
も
か
か
わ
ら
ず
南

冥
が
務
め
て
い
る
。

『
病
因
備
考
』
は
、
題
名
の
如
く
後
藤
艮
山
著
『
病
因
考
」
に
備

え
る
の
書
で
、
今
日
写
本
で
の
み
伝
わ
り
版
本
は
見
当
た
ら
な
い
。

南
冥
自
身
の
賊
文
に
よ
れ
ば
、

「
そ
れ
医
は
小
伎
芸
術
な
り
と
い
え
ど
も
枢
機
あ
り
、
唯
だ
能
く

意
解
す
べ
く
し
て
、
言
を
以
て
こ
れ
を
諭
う
べ
か
ら
ず
。
況
や
浅

筆
に
於
て
お
や
。
然
れ
ど
も
今
こ
の
「
考
」
を
作
す
者
は
、
徒
だ

新
進
年
少
の
為
に
僅
か
に
そ
の
由
る
所
を
示
す
の
み
。
若
し
能
く

そ
の
径
躁
を
獲
て
、
勇
往
進
取
起
乗
し
て
上
れ
る
者
は
、
是
れ
余

の
門
客
に
望
む
所
な
り
。
故
に
塾
生
を
除
く
の
外
、
ま
た
此
の
冊

子
を
授
く
る
を
許
さ
ず
云
々
」

と
あ
り
、
上
版
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
南
冥
の
、
こ
の
よ
う
な
意
図

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
安
西
安
周
先
生
は
、
そ
の
著
「
日
本
儒

医
研
究
』
で
述
べ
て
い
る
。

福
岡
藩
主
治
之
の
主
な
死
因
で
あ
っ
た
「
脚
気
」
に
つ
い
て
「
病

因
備
考
」
並
び
に
「
病
因
考
」
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

『
病
因
備
考
」
に
は
、

「
備
考
に
曰
く
、
脚
気
は
骨
節
を
凝
結
し
て
痛
み
且
つ
腫
れ
る
も
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の
な
り
。
腫
れ
易
き
も
の
は
治
し
や
す
し
。
六
物
解
毒
よ
ろ
し
く

長
く
こ
れ
を
服
さ
し
む
く
し
。
若
し
脛
あ
る
い
は
脾
に
あ
る
も
の

は
反
っ
て
得
が
た
し
。
未
だ
そ
の
理
の
如
何
な
る
か
を
知
ら
ず
。

「
病
因
考
」
の
説
こ
れ
に
反
す
。
親
し
く
諸
物
に
試
み
る
者
、
自

ら
当
に
そ
の
説
の
当
否
を
知
る
べ
き
な
り
。
そ
の
腫
満
な
る
者
は
、

治
方
已
に
水
腫
の
條
下
に
示
（
見
）
し
た
り
」
と
あ
る
。

「
此
古
名
二
緩
風
一
、
方
言
二
謂
ウ
所
ノ
風
毒
脚
気
也
、
此
足
内
外

ノ
躁
骨
或
膝
賓
二
寒
湿
聚
テ
ナ
ス
モ
ノ
ヲ
湿
脚
気
ト
ナ
シ
、
腫
レ

ザ
ル
モ
ノ
ヲ
乾
脚
気
ト
ナ
ス
。
ト
カ
ク
骨
節
二
凝
聚
ス
ル
也
。
千

金
方
外
臺
二
風
毒
脚
気
卜
云
ル
ハ
当
病
也
。
宋
元
以
来
イ
フ
ト
コ

ロ
ノ
脚
気
ハ
当
病
ニ
ア
ラ
ズ
。
実
ハ
価
気
也
。
価
ノ
足
へ
流
し
夕

治
方
温
泉
続
命
湯
云
々
」
と
あ
る
。

な
お
、
「
病
因
備
考
」
の
写
本
に
つ
い
て
私
の
知
る
範
囲
で
は
、

九
州
大
学
医
学
図
書
館
、
福
岡
県
立
図
書
館
お
よ
び
下
関
市
立
長

府
図
書
館
に
蔵
本
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
肌
か
比
較
検

討
し
て
み
た
い
。
ま
た
、
亀
井
南
冥
の
肖
像
画
が
、
複
製
な
が
ら

唯
一
、
福
岡
市
能
古
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
参
考

ル
カ
脚
気
ナ
リ
。

『
病
因
考
』
に
は
、

ま
で
に
紹
介
申
し
上
げ
た
い
。

（
温
知
堂
木
下
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

(127）359


